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当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／その他資産（商品）（イン

デックス型）
信 託 期 間 2009年１月30日から無期限です。
運 用 方 針 海外の代表的な商品指数の動きに連動する投資

成果をめざして運用を行います。

主要投資対象

ＤＩＡＭコモディティ
パッシブ・ファンド

コモディティインデックス・
マザーファンド受益証券を主
要投資対象とします。

コ モ デ ィ テ ィ
インデックス・
マザーファンド

S＆P　ＧＳＣＩ商品指数に
連動するユーロドル債（証書
を含みます。）を主要投資対
象とします。

運 用 方 法

原則として、マザーファンド受益証券の組入比
率は高位を維持します。
ただし、マザーファンド受益証券での運用が困
難であると委託会社が判断した場合には、直
接、海外の商品指数の動きに連動する債券（証
書を含みます。）等に投資する場合がありま
す。
実質組入外貨建資産については原則として為替
ヘッジを行いません。
マザーファンドにおいては、ユーロドル債（証
書を含みます。）の組入比率は、原則として高
位を維持します。

組 入 制 限

マザーファンド受益証券への投資割合には、制
限を設けません。
株式への実質投資割合は信託財産の純資産総額
の10％以内とします。
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けま
せん。

分 配 方 針

決算日（原則として10月12日。休業日の場合
は翌営業日。）に、経費控除後の利子配当等収
益および売買益（評価益を含みます。）等の中
から、基準価額水準、市況動向等を勘案して、
分配金額を決定します。ただし、分配対象額が
少額の場合は分配を行わない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「ＤＩＡＭコモディティパッシ
ブ・ファンド」は、2023年10月12日
に第15期の決算を行いました。ここ
に、運用経過等をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

ＤＩＡＭコモディティパッシブ・ファンド

運 用 報 告 書（全体版）
第15期<決算日2023年10月12日>
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1－　　－

■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

(円換算ベース)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
11期（2019年10月15日） 7,643 0 △17.5 24,034.87 △19.4 99.0 － 3,855
12期（2020年10月12日） 5,359 0 △29.9 17,076.16 △29.0 99.4 － 4,086
13期（2021年10月12日） 9,117 0 70.1 29,597.67 73.3 99.2 － 4,341
14期（2022年10月12日） 14,847 0 62.8 47,966.44 62.1 99.2 － 3,871
15期（2023年10月12日） 14,771 0 △0.5 45,940.82 △4.2 99.6 － 5,905
（注１）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）ベンチマークはＳ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数（円換算ベース）であり、算出にあたっては米ドルベース指数をもとに委託会社が独自に円換算

しています（以下同じ）。
（注４）Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数（「当インデックス」）は、Ｓ＆Ｐ Globalの一部門であるＳ＆Ｐ Dow Jones Indices LLCまたはその関連会

社（「ＳＰＤＪＩ」）の商品であり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。Standard ＆ Poor's®およびＳ＆Ｐ®は、
Ｓ＆Ｐ Globalの一部門であるStandard ＆ Poor's Financial Services LLC（「Ｓ＆Ｐ」）の登録商標で、Dow Jones®は、Dow Jones 
Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標であり、これらの商標を利用するライセンスがＳＰＤＪＩに付与されています。
Ｓ＆Ｐ®、Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ®およびＳ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数はＳ＆Ｐの商標であり、これらを利用するライセンスがＳＰＤＪＩとその
関連会社に、特定目的での利用を許諾するサブライセンスが委託会社にそれぞれ付与されています。Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数は、
Goldman Sachs ＆ Co.またはその関連会社によって所有、保証、または承認されたものではなく、これら会社とは一切関係がありません。
当ファンドは、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されてい
るものではなく、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、それぞれの関連会社、または第三者のライセンサーのいずれも、かかる商品への投
資の妥当性に関するいかなる表明も行いません（以下同じ）。

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

ＤＩＡＭコモディティパッシブ・ファンド
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2－　　－

■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率 (円換算ベース)

(ベンチマーク) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2022年10月12日 14,847 － 47,966.44 － 99.2 －

10月末 14,931 0.6 48,178.67 0.4 99.2 －
11月末 13,467 △9.3 43,312.73 △9.7 99.5 －
12月末 12,794 △13.8 41,035.52 △14.4 99.0 －

2023年１月末 12,584 △15.2 40,215.25 △16.2 99.6 －
２月末 12,679 △14.6 40,378.37 △15.8 99.4 －
３月末 12,223 △17.7 38,752.94 △19.2 99.4 －
４月末 12,140 △18.2 38,383.10 △20.0 99.1 －
５月末 12,156 △18.1 38,273.43 △20.2 99.1 －
６月末 12,924 △13.0 40,557.28 △15.4 99.0 －
７月末 13,944 △6.1 43,685.35 △8.9 99.1 －
８月末 14,477 △2.5 45,198.30 △5.8 99.6 －
９月末 15,659 5.5 48,799.91 1.7 99.4 －

（期　末）
2023年10月12日 14,771 △0.5 45,940.82 △4.2 99.6 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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3－　　－

■当期の運用経過（2022年10月13日から2023年10月12日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なり
ます。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　原油価格が下落したことなどがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。
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第14期末
（2022.10.12）
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（2023.10.12）
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基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

第15期首： 14,847円
第15期末： 14,771円
（既払分配金０円）
騰 落 率： △0.5％
（分配金再投資ベース）
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4－　　－

投資環境
　原油価格は下落しました。2022年11月、中国の新型コロナウイルス感染再拡大に伴う景気減速懸念
などから下落しました。その後2023年６月にかけては、主要産油国の協調減産などが上昇要因となる
一方、米金融引き締め長期化による景気減速懸念などが下落要因となり、方向感なく推移しました。
７月から９月にかけては、サウジアラビアとロシアの自主的な原油供給制限の継続などにより上昇基調
でしたが、10月には米国の原油在庫増加などを背景に下落しました。

　為替市場では、米ドルは対円で上昇しました。2022年11月から2023年１月にかけては、ＦＲＢ
（米連邦準備理事会）の利上げペース鈍化観測や、日銀が長期金利の許容変動幅の拡大を決定したこと
などを受けて円高米ドル安傾向で推移しました。その後期末にかけては、米金融引き締めの長期化観測
などにより米長期金利が上昇する中、日米金利差の拡大が意識されたことなどを背景に円安米ドル高が
進行しました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　コモディティインデックス・マザーファンドの組入比率を期を通じて高位に維持しました。

●コモディティインデックス・マザーファンド
　Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数に連動するユーロドル債（証書を含みます。）の高位組入れを維持しまし
た。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で4.2％下落しました。
　当ファンドの騰落率はベンチマーク比で＋3.7％となりました。コモディティインデックス・マザー
ファンドが組入れているユーロドル債（証書を含みます。）が実質的に受領している金利がプラスに寄
与しました。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

△5.0

△4.0

△2.0

△3.0

△1.0

0.0
（％）

第15期
（2022.10.13～2023.10.12）

基準価額
ベンチマーク

【基準価額とベンチマークの対比】
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5－　　－

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、コモディティインデックス・マザーファンドの組入比率を高位に維持し、ベンチマークの
動きに連動した投資成果をめざします。

●コモディティインデックス・マザーファンド
　引き続き、Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数に連動するユーロドル債（証書を含みます。）の高位組入れを
維持します。

項目
当期

2022年10月13日
～2023年10月12日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 10,375円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。
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6－　　－

■１万口当たりの費用明細

項目

第15期

項目の概要（2022年10月13日
～2023年10月12日）

金額 比率
(ａ) 信託報酬 37円 0.275％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は13,314円です。
（投信会社） (29) (0.220) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価

額の算出等の対価
（販売会社） (  3) (0.022) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、

口座内でのファンドの管理等の対価
（受託会社） (  4) (0.033) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行

等の対価
(ｂ) その他費用 3 0.021 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（保管費用） (  2) (0.017) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） (  1) (0.004) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
（その他） (  0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 39 0.296
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、その他費用はこのファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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7－　　－

（参考情報）
◆総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当た
り）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.30％です。

（注１）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.22％

運用管理費用
（販売会社）
0.02％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.02％

総経費率
0.30％

CC_23043051_04_ostOne_DIAMコモディティパッシブF_1万口.indd   7 2023/12/01   10:20:33



8－　　－

■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2022年10月13日から2023年10月12日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

コモディティインデックス・マザーファンド 2,797,237 1,862,104 149,061 108,072

■組入資産の明細
　親投資信託残高

期 首（前期末） 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
コモディティインデックス・マザーファンド 5,007,927 7,656,103 5,905,152

■利害関係人との取引状況等（2022年10月13日から2023年10月12日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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9－　　－

■投資信託財産の構成� 2023年10月12日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
コモディティインデックス・マザーファンド 5,905,152 99.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 15,992 0.3
投 資 信 託 財 産 総 額 5,921,145 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、2023年10月12日現在、コモディティインデックス・マザーファンドは6,013,628

千円、99.6％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2023年10月12日における邦貨換算

レートは、１アメリカ・ドル＝149.26円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年10月12日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 5,921,145,456円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 14,406,909
コモディティインデックス・
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 5,905,152,547

未 収 入 金 1,586,000
(Ｂ) 負 債 15,498,619

未 払 解 約 金 8,048,802
未 払 信 託 報 酬 7,345,315
そ の 他 未 払 費 用 104,502

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 5,905,646,837
元 本 3,998,112,321
次 期 繰 越 損 益 金 1,907,534,516

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 3,998,112,321口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,771円

（注）期首における元本額は2,607,886,558円、当期中における追加
設 定 元 本 額 は 1,631,792,141 円 、 同 解 約 元 本 額 は
241,566,378円です。

■損益の状況
当期　自2022年10月13日　至2023年10月12日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △3,825円

受 取 利 息 181
支 払 利 息 △4,006

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 298,071,777
売 買 益 308,756,987
売 買 損 △10,685,210

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △12,383,788
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 285,684,164
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 1,569,947,310
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 51,903,042

(配 当 等 相 当 額) (2,142,670,572)
(売 買 損 益 相 当 額) (△2,090,767,530)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,907,534,516
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 1,907,534,516
追 加 信 託 差 損 益 金 51,903,042
(配 当 等 相 当 額) (2,135,746,291)
(売 買 損 益 相 当 額) (△2,083,843,249)
分 配 準 備 積 立 金 2,012,691,109
繰 越 損 益 金 △157,059,635

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 442,743,799
(ｃ) 収 益 調 整 金 2,135,746,291
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 1,569,947,310
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 4,148,437,400
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 10,375.99
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0
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■分配金のお知らせ
　収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。

《お知らせ》
約款変更のお知らせ

■当ファンドおよび当ファンドが投資対象とする「コモディティインデックス・マザーファンド」において、新
ＮＩＳＡ制度の成長投資枠の要件に沿った表記に改めるため、デリバティブの使用目的を明確化しました。

（2023年７月13日）
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■最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数 債券組入

比 率
債券先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
(円換算ベース)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
12期(2019年１月21日) 3,984 △8.1 24,954.09 △9.5 99.1 － 3,551
13期(2020年１月20日) 4,155 4.3 25,627.44 2.7 99.3 － 4,253
14期(2021年１月20日) 3,202 △22.9 19,768.83 △22.9 99.7 － 4,838
15期(2022年１月20日) 5,101 59.3 31,682.58 60.3 99.6 － 4,774
16期(2023年１月20日) 6,564 28.7 40,314.67 27.2 99.4 － 3,501

（注１）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注２）Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数（「当インデックス」）は、Ｓ＆Ｐ Globalの一部門であるＳ＆Ｐ Dow Jones Indices LLCまたはその関連会

社（「ＳＰＤＪＩ」）の商品であり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。Standard ＆ Poor's®およびＳ＆Ｐ®は、
Ｓ＆Ｐ Globalの一部門であるStandard ＆ Poor's Financial Services LLC（「Ｓ＆Ｐ」）の登録商標で、Dow Jones®は、Dow Jones 
Trademark Holdings LLC（「Dow Jones」）の登録商標であり、これらの商標を利用するライセンスがＳＰＤＪＩに付与されています。
Ｓ＆Ｐ®、Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ®およびＳ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数はＳ＆Ｐの商標であり、これらを利用するライセンスがＳＰＤＪＩとその
関連会社に、特定目的での利用を許諾するサブライセンスが委託会社にそれぞれ付与されています。Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数は、
Goldman Sachs ＆ Co.またはその関連会社によって所有、保証、または承認されたものではなく、これら会社とは一切関係がありません。
当ファンドは、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されてい
るものではなく、ＳＰＤＪＩ、Dow Jones、Ｓ＆Ｐ、それぞれの関連会社、または第三者のライセンサーのいずれも、かかる商品への投
資の妥当性に関するいかなる表明も行いません（以下同じ）。

（注３）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

コモディティインデックス・マザーファンド
運用報告書

第16期（決算日　2023年１月20日）
（計算期間　2022年１月21日～2023年１月20日）

　コモディティインデックス・マザーファンドの第16期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2007年２月28日から無期限です。

運 用 方 針 主としてＳ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数（以下「ＧＳＣＩ」ということがありま
す。）に連動する投資成果をめざして運用を行います。

主 要 投 資 対 象 ＧＳＣＩに連動するユーロドル債（証書を含みます。）を主要投資対象とし
ます。

主 な 組 入 制 限 株式への投資は行いません。
外貨建資産の投資割合には、制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数 債 券 組 入

比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率 (円換算ベース)

(ベンチマーク) 騰 落 率

（期　首） 円 ％ ポイント ％ ％ ％
2022 年 １ 月 20 日 5,101 － 31,682.58 － 99.6 －

１ 月 末 5,229 2.5 32,486.26 2.5 99.7 －
２ 月 末 5,544 8.7 34,477.28 8.8 97.0 －
３ 月 末 6,872 34.7 42,797.87 35.1 99.3 －
４ 月 末 7,258 42.3 45,206.14 42.7 99.8 －
５ 月 末 7,716 51.3 48,065.43 51.7 99.4 －
６ 月 末 7,823 53.4 48,737.87 53.8 99.5 －
７ 月 末 7,309 43.3 45,502.39 43.6 99.7 －
８ 月 末 7,524 47.5 46,780.17 47.7 99.3 －
９ 月 末 7,227 41.7 44,845.77 41.5 99.5 －
10 月 末 7,776 52.4 48,178.67 52.1 99.2 －
11 月 末 7,015 37.5 43,312.73 36.7 99.5 －
12 月 末 6,666 30.7 41,035.52 29.5 99.0 －

（期　末）
2023 年 １ 月 20 日 6,564 28.7 40,314.67 27.2 99.4 －

（注１）騰落率は期首比です。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2022年１月21日から2023年１月20日まで）

基準価額の推移
　当期末の基準価額は6,564円となり、前期末比
で28.7％上昇しました。

基準価額の主な変動要因
　為替が円安米ドル高に推移したことなどがプラ
ス要因となり、基準価額は上昇しました。

投資環境
　原油価格は下落しました。期初から2022年５
月にかけては、ウクライナ情勢の緊迫化や、米国
がロシア産原油の輸入即時禁止を発表したこと、
中国の都市封鎖緩和期待などを受けて上昇基調で
推移しました。その後期末にかけては、主要先進
国の金融引き締めや中国における新型コロナウイ
ルス感染再拡大などによる景気後退懸念などを背
景に、下落に転じました。

　為替市場では、米ドルは対円で上昇しました。
期初から2022年10月にかけては、ウクライナ情
勢の緊迫化や、積極的に金融政策を引き締める米
国と大規模金融緩和を継続する日本との金融政策
の方向性の違いが意識されたことなどを背景に、

円安米ドル高が進行しました。その後期末にかけては、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）の利上げペース鈍
化観測や、日銀が長期金利の許容変動幅の拡大を決定したことなどを受けて、上昇幅は縮小しました。

ポートフォリオについて
　Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数に連動するユーロドル債（証書を含みます。）の高位組入れを維持しまし
た。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは前期末比で27.2％上昇しました。
　当ファンドはベンチマークを1.4％上回りました。当ファンドが組入れているユーロドル債（証書を
含みます。）が実質的に受領している金利がプラスに寄与しました。

今後の運用方針
　引き続き、Ｓ＆Ｐ　ＧＳＣＩ商品指数に連動するユーロドル債（証書を含みます。）の高位組入れを
維持します。

（円）
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■１万口当たりの費用明細
項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) そ の 他 費 用 1円 0.018％ (ａ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保 管 費 用） (1) (0.018) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（そ の 他） (0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等
合 計 1 0.018

期中の平均基準価額は7,031円です。
（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2022年１月21日から2023年１月20日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額
外
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
ア メ リ カ 社 債 券 4,851 25,809

（注）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。

■利害関係人との取引状況等（2022年１月21日から2023年１月20日まで）
　期中の利害関係人との取引状況

決 算 期 当 期

区 分 買付額等
Ａ

売付額等
Ｃうち利害関係人

との取引状況Ｂ Ｂ／Ａ うち利害関係人
との取引状況Ｄ Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
金 銭 信 託 0.001 0.001 100.0 0.001 0.001 100.0

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドにかかる利害関係人
とは、みずほ信託銀行です。
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■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　外国（外貨建）公社債

区 分
当 期 末

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ 19,870 27,043 3,480,713 99.4 99.4 － － 99.4

千円
合 計 － － 3,480,713 99.4 99.4 － － 99.4

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。
（注３）無格付銘柄については、ＢＢ格以下に含めて表示しています。

(B) 個別銘柄開示
　外国（外貨建）公社債銘柄別

銘 柄
当 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額
（アメリカ） ％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

STAR HELIOS PLC 社 債 券 － 19,870 27,043 3,480,713 2024/03/19
合 計 － － 19,870 27,043 3,480,713 －
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■投資信託財産の構成� 2023年１月20日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公 社 債 3,480,713 99.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 21,262 0.6
投 資 信 託 財 産 総 額 3,501,975 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）当期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、3,485,725千円、99.5％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

なお、2023年１月20日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝128.71円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2023年１月20日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 3,501,975,829円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 21,262,289

公 社 債(評価額) 3,480,713,540

(Ｂ) 負 債 190,000

未 払 解 約 金 190,000

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,501,785,829

元 本 5,334,659,393

次 期 繰 越 損 益 金 △1,832,873,564

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 5,334,659,393口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,564円

（注１）期首元本額 9,360,635,382円
追加設定元本額 1,039,988,899円
一部解約元本額 5,065,964,888円

（注２）期末における元本の内訳
ＤＩＡＭコモディティパッシブ・ファンド 5,136,503,233円
ＭＩＴＯ　ラップ型ファンド（安定型） 3,213,312円
ＭＩＴＯ　ラップ型ファンド（中立型） 20,268,211円
ＭＩＴＯ　ラップ型ファンド（積極型） 64,996,871円
グローバル８資産ラップファンド（安定型） 40,485,492円
グローバル８資産ラップファンド（中立型） 28,090,695円
グローバル８資産ラップファンド（積極型） 41,101,579円
期末元本合計 5,334,659,393円

■損益の状況
当期　自2022年1月21日　至2023年1月20日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 131,293,297円

受 取 利 息 131,305,117
支 払 利 息 △11,820

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 1,087,283,396
売 買 益 1,096,221,952
売 買 損 △8,938,556

(Ｃ) そ の 他 費 用 △760,924
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,217,815,769
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △4,586,117,322
(Ｆ) 解 約 差 損 益 金 1,813,288,888
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △277,860,899
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △1,832,873,564

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) △1,832,873,564
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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